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平成２６年 第２回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

【町長】 

 

通告順 １ 
質問 

議員 
高田議員 

質問 

項目 
認定こども園計画について 

質問 

内容 

 平成２５年度の重点施策であった「認定こども園計画」が頓挫している
ように思えます。認定こども園計画は、就学前の幼児・児童に公平で平等
な保育や教育の機会を与えます。また、当町における長年の懸案事項であ
った二重保育の解消が図られることから、町民からも大きな期待が寄せら
れています。 

  
１．今定例会提出の、平成２５年度一般会計補正予算（専決第２号）と第 
 １回定例会で議決された平成２６年度一般会計予算を見る限りでは、認 
 定こども園計画は中止になったかのように見えます。現状に至った経過 
 と今後の事業展開の説明を求めます。 
２．平成２５年度の当初予算では、基本構想と実施設計で１４,２８０千 
 円の予算でしたが、町一般財源から３,６７５千円の予算規模に縮小し 
 ています。どのような仕事をしたのかの説明とアウトプット品を提出願 
 いたい。 
３．現在に至るまで町民や議会には何の説明もありませんでした。重点施 
 策を大幅に計画変更する場合、町長は町民や議会に詳しく説明する責務 
 があると考えます。年度末の専決補正で処理する案件ではないと考える  

 が、町長の考えを伺います。 

通告順 ２ 
質問 

議員 
鵜野議員 

質問 

項目 
店舗（Ａコープ）の維持をどの様に考えているか 

質問 

内容 

 本町において、生鮮食料品を取り扱うスーパーマーケット的な店は利便

性と、高齢化時代を迎え、買い物難民を出さないために必要と考えます。 

 ＪＡより支所の建替え計画に伴ない店舗運営についての考え方を町に

提示されました。 

（店舗の維持のため補助を要請） 

 町は商工会に一定規模の店舗を商工会及びそれに準ずる組合などの組

織に維持運営ができないかとの打診をしました。 

（行政としてのバックアップを約束） 

 

１．町としての基本的な考えと、今までの経過と今後のスケジュール 

２．コンパクトタウン構想と絡めて考えているのか 

３．利用する町民の声を聴く場が必要ではないか 
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通告順 ３ 
質問 

議員 
渡辺議員 

質問 

項目 
沼田町は人口減少をどうくい止める？ 

質問 

内容 

 先日、人口統計から推定された 2,040 年の市町村別人口予想が公表さ

れ、国も第２子以上の出生に対して優遇処置を考える等、予想以上の人口

減少になんとか歯止めを掛けようとしていますが、市町村もより一層の独

自の減少抑止策を打ち出す必要があるように思います。 

 本町の人口対策と、近隣町村より突出していると思われる対策、今後よ

り一層の重点策が必要と思われる項目を伺います。 

通告順 ４ 
質問 

議員 
上野議員 

質問 

項目 
夜高あんどん祭りについて 

質問 

内容 

今年も夜高あんどん祭りが開催され、多くの観光客の方々が来町される

と予想されます。 

今年は開拓１２０周年とも重なり、いつもの年より来町される方は多い

と思います。 

そこで、乗用車等で来町する人が困るのが駐車場の確保です。交通指導

員に尋ねたりして、迷う方が多いと聞いています。今まで以上にスムーズ

に車を止めて、安心して楽しんでもらう為にも何か方法を考える必要があ

ると思う。 

例として、大きな広場との「シャトルバス」の送迎、また、町民の協力

を得て民地の利用、さらに、ＪＡ北いぶきの敷地の利用等、観光客への気

配りが必要と思うが町長の考えを伺いたい。 

通告順 ５ 
質問 

議員 
絵内議員 

質問 

項目 
学校給食における食物アレルギー対応について（町長・教育長） 

質問 

内容 

 学校における食物アレルギー対応については、学校生活管理指導表と一

体となっての取り組みが重要であるが、文部科学省からの基本方針が明示

的に示されていない状況である。  

 保護者対応については「ガイドライン」が徹底されてないのも現実です。 

 今後、十分時間をかけた中で協議検討を進めていき、給食を楽しめるよう進める 

べきと思うが、町長、教育長の見解をお伺い致します。 



 

3 

 

通告順 ６ 
質問 

議員 
久保議員 

質問 

項目 
コンパクト・タウンをインパクト・タウンにするために、道の駅は？ 

質問 

内容 

 沼田町の『コンパクト・タウン構想』が５月２９日に政府の「地域活性
化モデル事業」に選定され、町長たちのご苦労が実ったことに敬意とお喜
びを申し上げます。いよいよ、これから金平町政の全貌が現れてくること
に期待し、私も微力ながらできる範囲で応援をさせていただきたいと思い
ます。  

 
 さて、『コンパクト・タウン構想』自体は、国が目指しているものなの
で、他町へのモデルになりますが、沼田町の構想は、「健康」をテーマと
した「今住んでいる町民が幸福になる」視点が中心で、人口増（交流・定

住）、あるいは定着の要素が含まれていないところが、相変わらず気にな
ります。 

どうか地域の資源を発掘し、小さいが産業を興し、外部から金を取って
くる発想を持っていただきたいと期待いたします。 

 
 今回の政府へのヒアリングで提出された書面では、それに値するのが
「共同店舗」であるかとも思いますが、さらに町外へのメッセージ色を濃
くした内容にするべきであると考えますが、いかがでしょうか？ 
 
 そこで、今回、計画されている予定地は国道に隣接しているという好条
件を活用し、道の駅を合わせて設計するのは、いかがでしょうか？  
 沼田町は「夜高あんどん祭り」や「ほたる祭り」、「雪夏祭」、さらには

「化石」や「ほろしん温泉ほたる館」など多くの観光資源があるのに、年
間の観光客数は近隣の秩父別町や北竜町、雨竜町に負けていますし、さら
に減少傾向です。そこで、イベントの日だけではなく、年間を通して恒常
的に沼田町の情報を発信する道の駅が効果的であると考えますが、いかが
でしょうか？ 
 
 そのために、一年間３６５日の中で２日間のみの「夜高あんどん祭り」
を、５～８月の制作中を公開する『夜高「制作」道の駅』は、制作日数が
３か月であれば、観光日数が一気に２日間から４５倍の９０日になりま
す。これは宣伝効果のみならず、町民の制作と参加意欲の向上や、匠を中
心とした技術の継承、さらには町の外部からの制作や担ぎ手の応援も期待
され、ひいては郷土愛を育むことなどに効果的だと思いますがいかがでし

ょうか？ 
 また念願の『化石工房』も併設し、道の駅の年間の管理と関連グッズの
取り扱いも兼ねて常駐していただけば、さらなる相乗効果も期待できま
す。 
 これらの政策設計が、本構想を町内向けには「コンパクト」に、町外向けには「イ
ンパクト」を与えると考察いたしますが、いかがでしょうか？ 
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【教育長】 

 

 

 

質問 

内容 

 

＜イメージ＞ 

旧中学校グラウンド 

夜高あんどん制作工房 → オフ期間は、あんどんの展示。 
 
 
化石工房 
 
管理事務 
 
グッズ販売 

商工会 JA 自衛隊 役場 学校 

見学通路 

駐車場 

国道２７５号線 
 

１．『コンパクト・エコ・タウン構想』における町長の、「外貨獲得」、「移 

 住定住促進」、「情報発信」の理念、および具体化の構想は何か？ 

２．また、その手法と、実現までのスケジュールは？ 

３．町民が「外貨獲得」、「移住定住促進」、「情報発信」を求めている声を、 

 どのようにつかみ、効果的に取り組むのか？ 

４．「道の駅」についての考えは？ 

通告順 １ 
質問 

議員 
津川議員 

質問 

項目 
小中学生のスポーツ環境について 

質問 

内容 

沼田町の人口減少になかなか歯止めがかからない。当然子供の数も減少

の一途をたどっておりスポーツ少年団や中学校の部活動がごく少数の種

目に限られております。 

子供達が自分のやりたいスポーツ種目に取り組めない環境が今の実態

です。 

子供達のスポーツにおける未知の能力を発掘させるためにももっと自

由にいろいろな種目に取り組めるような環境作りが必要と思うが教育長

の見解を伺いたい。 

またスポーツ少年団や中学校の部活動の中に無い種目に取り組んでいる子供達

がいるとしたらどのような形で参加をしているのか分かる範囲で教えて頂きたい。 


